
グ

ラ

ハ

ム

・

ハ

ッ

ト

ン

著

『

Ｗ

Ｅ

　

Ｔ

Ｏ

Ｏ

　

Ｃ

Ａ

Ｎ

　

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｓ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

（

邦

訳

：

わ

れ

わ

れ

も

繁

栄

で

き

る

）

』

。

訳

書

は

１

９

５

４

年

、

時

事

通

信

社

刊

。

■

ハ

ッ

ト

ン

の

著

作

　

グ

ラ

ハ

ム

・

ハ

ッ

ト

ン

著

『

Ｗ

Ｅ

　

Ｔ

Ｏ

Ｏ

　

Ｃ

Ａ

Ｎ

　

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｓ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

（

邦

訳

：

わ

れ

わ

れ

も

繁

栄

で

き

る

）

』

　

後

に

日

本

生

産

性

本

部

（

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｄ

Ｕ

Ｃ

Ｔ

Ｉ

Ｖ

Ｉ

Ｔ

Ｙ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

＝

Ｊ

Ｐ

Ｃ

）

創

設

の

推

進

役

と

な

ご

う

し

る

郷

司

浩

平

（

１

９

０

０

～

１

９

８

９

、

当

時

は

経

済

同

友

会

常

任

幹

事

）

は

１

９

５

３

年

５

月

、

ウ

ィ

ー

ン

で

の

国

際

商

業

会

議

所

総

会

に

出

席

す

る

た

め

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

向

か

っ

た

。

　

そ

の

際

、

ロ

ン

ド

ン

で

時

事

通

信

特

派

員

か

ら

、

生

産

性

運

動

の

バ

イ

ブ

ル

と

も

言

う

べ

き

一

冊

の

文

献

を

示

さ

れ

た

。

米

国

に

視

察

団

を

送

り

、

未

曽

有

の

繁

栄

の

秘

密

を

学

習

し

た

英

米

生

産

性

協

議

会

の

活

動

を

詳

述

し

た

本

だ

。

　

後

に

郷

司

は

次

の

よ

う

に

語

っ

て

い

る

。

「

イ

ギ

リ

ス

は

一

九

四

八

年

に

生

産

性

協

議

会

を

つ

く

っ

て

、

労

使

の

視

察

団

を

ア

メ

リ

カ

に

送

っ

た

。

そ

の

際

彼

ら

は

お

そ

ら

く

ア

メ

リ

カ

の

技

術

が

戦

時

中

に

も

進

歩

し

て

い

た

ん

だ

ろ

う

と

い

う

ひ

と

つ

の

予

断

を

も

っ

て

行

っ

て

み

た

が

、

技

術

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

そ

れ

よ

り

も

も

っ

と

大

き

な

要

因

は

、

経

営

が

刷

新

さ

れ

て

い

る

と

い

う

事

実

だ

っ

た

。

（

中

略

）

僕

は

そ

れ

を

読

ん

で

非

常

な

感

銘

を

受

け

た

ん

で

す

。

」

（

「

証

言

・

高

度

成

長

期

の

日

本

」

「

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

」

）

■

「

日

本

で

も

こ

れ

を

」

　

郷

司

は

ハ

ッ

ト

ン

の

著

作

に

感

銘

を

受

け

、

一

つ

の

決

意

を

抱

い

て

�

年

夏

に

帰

国

し

た

。

「

わ

た

し

は

、

イ

ギ

リ

ス

で

そ

の

話

（

英

米

生

産

性

協

議

会

の

）

を

聞

き

、

か

つ

ま

た

、

参

考

文

献

を

も

ら

っ

て

、

目

を

と

お

し

て

い

っ

て

痛

感

し

た

の

は

、

日

本

で

も

こ

れ

を

や

ら

な

き

ゃ

い

か

ん

、

ま

さ

に

、

戦

後

復

興

に

役

立

つ

最

も

有

効

な

機

関

で

あ

る

、

と

い

う

印

象

を

う

け

た

。

」

（

「

郷

司

浩

平

回

顧

談

」

）

　

郷

司

は

帰

国

後

、

経

済

同

友

会

の

幹

部

ば

か

り

で

な

く

、

他

の

経

済

団

体

で

あ

る

経

団

連

、

日

経

連

、

商

工

会

議

所

に

も

「

日

本

で

も

こ

れ

を

」

と

呼

び

か

け

た

。

＊

　

日

本

生

産

性

本

部

は

２

０

２

５

年

３

月

１

日

、

創

立

か

ら

�

周

年

を

迎

え

た

。

連

載

で

は

、

こ

れ

ま

で

の

主

な

足

跡

を

振

り

返

る

と

と

も

に

、

そ

こ

か

ら

ミ

ラ

イ

の

生

産

性

運

動

を

切

り

開

く

ヒ

ン

ト

を

見

出

し

て

い

き

た

い

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


